
　
Ｉ
Ｈ
Ｐ
Ｃ
（
Ａ
Ｔ
Ｃ
輸
入
住
宅
促
進

セ
ン
タ
ー
）
は
、
平
成
７ 

年
（
１
９
９

５
年
）
の
開
設
以
来
、
住
宅
・
建
材
・

設
備
を
は
じ
め
、
住
ま
い
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
す
る
常
設
展
示

施
設
と
し
て
運
営
し
て
き
た
が
、
こ
の

た
び
、開
設
か
ら
30 

年
以
上
が
経
過
し
、

住
ま
い
に
求
め
ら
れ
る
価
値
や
暮
ら
し

方
の
変
化
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
10 

月

１
日
よ
り
館
名
を
「
Ａ
Ｔ
Ｃ 

暮
ら
し
デ

ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
」
へ
変
更
す
る
。

　
新
た
な
名
称
の
も
と
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
上
質
な

暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
総
合
展
示
場
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
住
宅・建
材・設
備
に
関
す
る
情
報
発
信
に
加
え
、

エ
コ
ハ
ウ
ス
、
国
産
木
材
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
エ
ク
ス
テ

リ
ア
、
デ
ザ
イ
ン
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
住
ま
い

と
暮
ら
し
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

新
館
名
（
写
真
は
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
）
は
次
の
通
り
。

【
新
館
名
】
Ａ
Ｔ
Ｃ
暮
ら
し
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
〜

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
上
質
な
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
総
合
展
示
場
〜ATC Kurashi Design 

Plaza

〜Designing Sustainable 
& Quality Living

〜

※
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

［h
ttp

s://w
w

w
.atc-ih

p
c.

com
/

］（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
参
照

【
ト
ラ
ン
プ
暗
殺
指
令
】

　
７
月
上
旬
に
執
り
行
わ

れ
た
イ
ラ
ン
の
故
ア
リ
・

ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
の

大
規
模
な
国
葬
が
行
わ

れ
、
新
最
高
指
導
者
の
モ

ジ
タ
バ
・
ハ
メ
ネ
イ
師
は
、

「
父
の
死
、
そ
し
て
犯
罪

者
で
あ
る
卑
劣
な
殺
人
者

た
ち
へ
の
復
讐
は
、
我
が

国
民
の
意
志
で
あ
り
必
然

的
に
実
行
さ
れ
る
」
と
述

べ
、
数
百
万
人
が
参
列
す

る
葬
儀
の
場
で
は
、「
ト

ラ
ン
プ
を
殺
害
せ
よ
」「
復

讐
だ
」
と
い
う
公
然
と
し

た
暗
殺
命
令
・
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
が
巻
き
起
こ
っ

た
。
葬
儀
の
最
中
、
イ
ラ

ン
側
が
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で

船
舶
へ
の
砲
撃
（
停
戦
違

反
）
を
行
っ
た
こ
と
を
受

け
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
葬
儀

期
間
中
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
米
軍
に
大
規
模

な
空
爆
を
命
令
し
た
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
「
葬
儀
を
や

れ
ば
い
い
と
言
っ
て
や
っ

た
の
に
イ
ラ
ン
が
撃
っ

て
き
た
。
だ
か
ら
昨
夜
、

２
０
倍
返
し
に
し
て

や
っ
た
」
と
投
稿
。
さ

ら
に
、「
も
し
イ
ラ
ン
が

私
を
暗
殺
、
あ
る
い
は

攻
撃
し
よ
う
と
す
る
な

ら
、
直
ち
に
イ
ラ
ン
を

地
上
か
ら
消
し
去
る
（
全

土
を
壊
滅
さ
せ
る
）
数

千
発
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

命
令
を
す
で
に
下
し
て

い
る
」
と
強
く
警
告
し
、

現
在
も
連
日
の
猛
烈
な

軍
事
報
復
（
空
爆
）
へ

と
繋
が
っ
て
い
る
。

　

 
こ
の
軋
轢
が
、
相
互

の
利
害
計
算
の
ポ
ー
ズ

な
の
か
、
本
質
的
な
感

情
の
縺
れ
な
の
か
見
通

す
こ
と
が
で
き
ず
、
予

測
の
範
疇
を
越
え
て
し

ま
っ
た
と
い
う
感
じ
も

す
る
。

　

 

な
ぜ
な
ら
、
国
家
間

の
争
い
で
は
利
害
関
係

が
キ
ー
と
な
る
が
、
暗
殺

テ
ロ
の
暴
発
が
起
き
れ

ば
、
一
気
に
利
害
得
失
を

越
え
た
憎
悪
の
連
鎖
と
な

り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　

 

ト
ラ
ン
プ
は
、
独
裁
政

権
に
抑
圧
さ
れ
た
イ
ラ
ン

の
民
衆
か
ら
ア
メ
リ
カ
軍

は
歓
呼
の
声
で
迎
え
入
れ

ら
れ
る
と
盲
信
し
て
い
た

よ
う
に
、
プ
ー
チ
ン
も
ウ

ク
ラ
イ
ナ
政
府
に
抑
圧
さ

れ
た
民
衆
が
、
ロ
シ
ア
軍

を
歓
迎
す
る
と
い
う
予
測

の
元
に
戦
争
に
突
入
し
た

が
、
陸
海
空
の
安
価
な
ド

ロ
ー
ン
攻
撃
に
よ
り
、
劣

勢
に
立
た
さ
れ
る
と
は
、

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

　
プ
ー
チ
ン
の
思
想
的
固

執
は
読
み
筋
だ
が
、
そ
こ

に
無
数
の
兵
士
を
戦
場
に

送
り
込
む
北
朝
鮮
が
絡
む

と
一
挙
に
先
行
き
が
不
透

（
51
）

マ
ル
チ
ア
ー
チ
ス
ト

澤
村
洋
二

想
い
つ
く
ま
ま
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■
序
章　
創
立
前
史

第
１
節　
陶
磁
器
産
業

の
夜
明
け

〈
１
〉
森
村
組
と
陶
磁

器
産
業

森
村
組
の
創
業

　
（
前
号
の
続
き
）

１
８
７
６
（
明
治
９
）

年
９
月
、
森
村
豊
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
商
業

実
習
生
と
し
て
の
研
修

を
終
え
、
11
月
、
同
市

の
フ
ロ
ン
ト
・
ス
ト

リ
ー
ト
に
小
さ
な
店
舗

を
借
り
受
け
て
雑
貨
商

を
開
業
、
佐
藤
百
太
郎

と
共
同
経
営
の
日
の
出

商
会
を
設
立
し
た
。

　

１
８
７
８
（
明
治

11
）
年
秋
、
豊
は
店
舗

を
市
内
六
番
街
２
３
８

番
地
に
移
す
と
と
も
に

共
同
経
営
を
解
消
し
、

新
た
に
日
本
人
店
員
２

人
を
雇
っ
て
独
立
し

た
。
名
称
は
日
の
出
商

会
を
継
承
し
た
が
、
こ

れ
が
後
に
森
村
組
の
海

外
拠
点
と
な
っ
た
モ

リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
始
ま
り
で
、
翌

１
８
７
９
（
明
治
12
）

年
に
は
森
村
市
左
衛
門

の
元
か
ら
派
遣
さ
れ
て

き
た
村
井
保
固
（
や
す

か
た
）
が
加
わ
っ
た
。

な
お
、
店
の
名
称
を
モ

リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
と
改
称
し
た
の
は

１
８
８
１
（
明
治
14
）

年
５
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
こ
に
名
実
共
に

森
村
組
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
進
出
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
。

陶
磁
器
へ
進
出

　

一
方
、
日
本
国
内
で

は
森
村
市
左
衛
門
と
大

倉
孫
兵
衛
が
商
品
の
仕

入
れ
、
発
送
に
多
忙
を

極
め
、
１
８
７
９
（
明

治
12
）
年
夏
に
は
、
そ

れ
ま
で
銀
座
４
丁
目
の

洋
服
裁
縫
店
２
階
に
置

い
て
あ
っ
た
森
村
組
の

事
務
所
を
銀
座
新
肴
町

に
移
し
た
。（
つ
づ
く
）

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
百
年
史
」
よ
り

住
設
建
材
産
業
史
実
録

住
設
建
材
産
業
史
実
録
（
５
）

　
（
一
社
）
大
阪
府
建

築
士
事
務
所
協
会
（
大

阪
市
中
央
区
農
人
橋　

樋
上
雅
博
会
長
）
は
、

７
月
28
日
午
後
４
時
30

分
よ
り
都
島
区
の
ザ
・

ガ
ー
デ
ン
オ
リ
エ
ン
タ

ル
大
阪
に
て
台
湾
高
雄

市
政
府
お
よ
び
関
係
５

団
体
※
と
の
「
高
雄
厝

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

建
築
（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）
技
術

交
流
促
進
に
関
す
る
覚

書
」
覚
書
調
印
式
＝
写

真
＝
を
開
催
し
た
。

　

調
印
式
は
、
同
協
会

役
員
が
高
雄
市
政
府
お

よ
び
関
係
団
体
の
代
表

者
を
迎
え
て
開
催
、
樋

上
雅
博
同
協
会
会
長

（
写
真
中
央
・
左
）が「
高

雄
市
と
共
に
双
方
の
伝

統
建
築
や
歴
史
・
文
化

を
継
承
し
、
そ
し
て
Ｚ

Ｅ
Ｂ
技
術
を
進
展
さ
せ

る
こ
と
、
そ
し
て
成
長

を
担
う
べ
き
技
術
を
育

み
、共
に
発
展
す
べ
く
、

新
し
い
フ
ェ
イ
ズ
に
進

ん
で
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
、
続
い
て
、
楊
欽

富
高
雄
市
政
府
工
務
局

局
長
（
写
真
中
央
・
右
）

が
「
本
日
の
締
結
を
契

明
と
な
る
。
今
は
、
利
害

計
算
に
敏
い
ト
ラ
ン
プ

頼
み
と
い
う
事
か
も
知

れ
な
い
。

※
写
真
は
『
三
人
道
化
』

油
彩　
作　
澤
村
洋
二

（
鞍
馬
寺
顧
問
・（
一
社
）

総
合
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

　
元
理
事
）

Ｚ
Ｅ
Ｂ
技
術
交
流
促
進
に
関
す
る
覚
書

機
に
七
者
に
よ
る
協
力

を
更
に
進
め
、
共
に
建

築
産
業
の
競
争
力
を
高

め
、
よ
り
安
全
で
健
康

的
か
つ
持
続
可
能
な
都

市
環
境
を
構
築
し
、
大

阪
と
高
雄
の
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
共

通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
手
を

携
え
て
実
現
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
後
、
記
念

品
贈
呈
式
と
覚
書
調
印

式
を
行
っ
た
。

※
高
雄
市
不
動
産
建
築

開
発
商
業
同
業
公
会
、

高
雄
市
大
高
雄
不
動
産

建
築
開
発
商
業
同
業
公

会
、
社
団
法
人
高
雄
市

建
築
師
公
会
、
高
雄
市 

景
観
工
程
商
業
同
業
公

会
、
社
団
法
人
高
雄
市

建
築
経
営
協
会

国
土
交
通
省　
６
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

Ｉ
Ｈ
Ｐ
Ｃ
（
Ａ
Ｔ
Ｃ
輸
入
住
宅
促
進
セ
ン
タ
ー
）
は
、

「
Ａ
Ｔ
Ｃ
暮
ら
し
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
」
へ

☆ News Release Line Up ☆
【大和ハウス工業（株）】国内最大規模の冷凍冷蔵専用マルチテナント型
物流施設「DPL 大阪南港 I」を竣工

【積水ハウス（株）他】東京大学とともに東京理科大学、清水建設（株）、
積水ハウス（株）の産学連携　サステナブル建材に関する研究会を発足〜
建築物の脱炭素化・サーキュラーエコノミーへの移行に向け業界横断型の
新たなプラットフォーム構築を目指す 〜

【パナソニック ホームズ（株）他】PLT （プライム ライフ テクノロジー
ズ（株））まちづくり事業本部のホテル開発案件第 1 弾「KOKO HOTEL 
Residence（ココ　ホテル　レジデンス）東京押上」オープン〜パナソニッ
ク ホームズ（株）の重量鉄骨造によるアパートメントホテル 〜

【旭化成ホームズ（株）】旭化成グループの ALC （軽量気泡コンクリート）商品
由来の再生土壌を活用　暮らしに寄り添うガーデンカフェで「雨庭」を拡大〜
地域とともに都市の水害対策と緑化を “ 暮らしの場 ” から広げる〜

【ＤＡＩＫＥＮ（株）】『ずっと ここちいいね』を届ける取り組みを紹介
新⻑期ビジョンのもと「DAIKEN グループレポート 2026」を発刊〜ステー
クホルダーとのコミュニケーションを意識し、内容・構成を一新〜

【ＹＫＫ ＡＰ（株）】「YKK AP 環境報告書 2026」発行 　国際的な環境非営利団
体 CDP による「サプライヤーエンゲージメント評価」で最高評価「A」を獲得

【ニチハ（株）】外観シミュレーションパースシステム「住ま Co（スマ
コ）」が大幅リニューアル　操作性・提案力・表現力を大幅強化し、VR
や AR の対応も実現

【メガソフト（株）】事件・事故・火災現場の 3D 報告用素材集を新たに
発売　警察・消防・自治体等での報告書作成業務を負担軽減

《 回 覧 の お 願 い 》 更 な る 情 報 発 信 力 強 化 に ご 協 力 お 願 い い た し ま す 。

大
阪
府
建
築
士
事
務
所
協
会

台
湾
高
雄
市
政
府
お
よ
び
関
係
５
団
体
と
締
結

　

国
土
交
通
省
公
表

「
令
和
８
年
６
月
の
新

設
住
宅
着
工
戸
数
（
概

要
）」
に
よ
れ
ば
、
６

月
の
新
設
住
宅
着
工
戸

数
の
総
戸
数
は
、
前
年

同
月
比
18
・
６
％
増
の

６
６
，
３
４
４
戸
で
、

３
カ
月
連
続
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

利
用
関
係
別
で
は
、

持
家
が
同
15
・
７
％
増

の
１
８
，
５
５
３
戸
、

貸
家
が
同
24
・
６
％

増
の
３
０
，
２
５
３

戸
、
分
譲
住
宅
が
同

14
・
２
％
増
の
１
７
，

２
１
１
戸
と
持
家
、
貸

家
、
分
譲
住
宅
の
全
体

で
３
カ
月
連
続
の
増
加

と
な
っ
た
。

　

民
間
資
金
に
よ
る
持

家
が
同
16
・
２
％
増
の

１
６
，
９
２
１
戸
、
貸

家
が
25
・
１
％
増
の

２
７
，
２
６
７
戸
で
、

公
的
資
金
に
よ
る
持
家

が
同
11
・
５
％
増
の

１
，
６
３
２
戸
、
貸
家

が
19
・
９
％
増
の
２
，

９
８
６
戸
と
３
カ
月
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。

　

分
譲
住
宅
の
内
訳

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が

同
１
・
７
％
増
の
６
，

０
４
８
戸
と
２
カ
月

連
続
の
増
加
と
な

り
、
一
戸
建
住
宅
が
同

21
・
７
％
増
の
１
０
，

８
６
１
戸
と
３
カ
月
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。

　

地
域
別
で
は
、
首

都
圏
（
同
19
・
９
％

増
）・
中
部
圏
（
同
９
・

９
％
増
）・
近
畿
圏
（
同

12
・
５
％
増
）
そ
の
他

地
域
（
同
23
・
１
％
増
）

で
増
加
と
な
っ
た
。

　

建
築
工
法
別
で
は
、

プ
レ
ハ
ブ
が
同
13
・

７
％
増
の
８
，
５
０
９

戸
で
先
月
の
減
少
か

ら
再
び
の
増
加
と
な

り
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

が
同
７
・
４
％
減
の
７
，

１
８
１
戸
で
３
カ
月
ぶ

り
の
減
少
と
な
っ
た
。

総
戸
数
は
６
６
，
３
４
４
戸
に

持
家
、
貸
家
、
分
譲
住
宅
　
全
体
で
増
加
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建
築
金
物
産
業
史
実
録

建
築
金
物
産
業
史
実
録
（
122
）

「
華
麗
な
る
一
族
｜
金
物
問
屋
の
系
譜
｜
」（
昭
和
58
年
発
刊
）
よ
り

♦
高
岡
幸
八
商
店
の
巻

　
（
前
号
の
続
き
）
話

は
戻
る
。
農
夫
司
氏
が

高
岡
家
の
養
子
と
き

ま
っ
た
の
が
昭
和
七

年
、
こ
の
年
に
現
六
代

目
社
長
の
六
郎
氏
（
旧

姓
・
田
中
）
が
高
岡
幸

八
商
店
に
入
店
し
て
い

る
。
宣
次
氏
は
几
帳
面

で
バ
カ
固
い
ほ
ど
の

真
面
目
で
あ
り
、
反

面
、
こ
の
性
格
を
表
現

す
る
に
、
内
部
で
の
口

う
る
さ
さ
が
特
長
だ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
農
夫

司
氏
を
婿
と
き
め
て
か

ら
は
、
本
来
の
口
う
る

さ
さ
が
火
を
吹
き
、
義

理
と
は
い
え
親
子
の
間

に
意
見
の
衝
突
が
絶
え

ず
、
か
く
て
農
夫
司
氏

は
高
岡
家
を
、
み
ず
か

ら
と
び
出
す
こ
と
に
な

る
。

　

か
く
す
る
う
ち
、
満

州
事
変
、
支
那
事
変
さ

ら
に
昭
和
十
六
年
十
二

月
か
ら
は
世
界
大
戦
へ

と
戦
火
の
渦
が
拡
が
っ

た
が
、
宣
次
氏
は
東
京

金
物
卸
業
界
の
一
元
的

団
体
｜
東
京
金
物
同
業

組
合
組
合
長
と
し
て
、

日
本
が
対
外
的
な
戦
争

を
し
て
い
る
間
の
経
済

的
に
最
も
難
し
い
時
期

の
組
合
長
（
昭
和
八
年

か
ら
同
十
六
年
ま
で
）

と
し
て
手
腕
を
振
る

い
、ま
た
営
業
面
で
も
、

生
来
の
手
堅
さ
を
発
揮

し
て
、
祖
父
創
業
の
同

社
業
績
を
一
層
大
き
な

も
の
と
し
て
い
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

☆
　
　
☆
　
　
☆

♦
内
田
昌
吾
氏
の
巻

　
（
前
号
の
続
き
）
終

戦
に
よ
る
混
乱
と
復
興

の
な
か
で
、
永
和
工
業

も
お
そ
ら
く
丁
番
製
造

と
い
う
民
需
品
生
産
に

す
ぐ
立
ち
戻
っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
関
西

の
建
築
金
物
工
業
の
な

ん
社
か
は
、
東
京
の
特

需
関
係
官
庁
の
入
札
に

上
京
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
に
応
じ
て
受
注
し

て
い
っ
た
。
し
か
し
当

時
は
依
然
、
資
材
の
配

給
が
な
い
た
め
、
ヤ
ミ

屋
を
通
じ
て
溶
接
不
良

の
四
吋
パ
イ
プ
を
買
入

れ
、
そ
の
パ
イ
プ
の
面

を
切
り
開
い
て
は
伸
ば

シ
リ
ー
ズ

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
エ
ッ
セ
ン
ス

暮
ら
し
の
中
の
和
紙
の
か
た
ち
主
宰
　
福
嶋
秀
子

（
58
）

し
、
一
、
二
回
の
焼
鈍

の
う
え
製
品
化
す
る
と

い
う
有
様
。
ま
た
ド
ラ

ム
缶
の
蓋
を
四
角
に

切
っ
た
り
、
薬
き
ょ
う

の
尻
の
部
分
を
切
り

と
っ
て
こ
れ
を
灰
皿
に

加
工
し
た
り
も
し
た

が
、
円
筒
の
部
分
は
部

分
で
、
こ
れ
を
半
分
に

「
続
・
あ
さ
に
け
に
」（
発

行
日
：
昭
和
61
年
６
月
／

編
集・発
行
：
清
水（
株
））

〔
頼
ま
れ
ま
し
ょ
う
〕

　
（
前
号
の
続
き
）
つ

い
で
に
こ
れ
も
新
幹
線

な
ど
で
よ
く
見
か
け
る

風
景
だ
が
、
両
手
に
荷

物
を
一
杯
持
っ
て
乗
っ

て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り

が
、
早
速
網
棚
へ
の
せ

よ
う
と
一
生
懸
命
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
が
あ
い
に
く
網
棚

が
い
っ
ぱ
い
で
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
。
そ
れ

を
横
目
で
見
な
が
ら
知

ら
ん
顔
を
し
て
座
っ
て

い
る
若
者
が
い
る
。
そ

う
か
と
思
う
と
す
ぐ
手

随
想
「
あ
さ
に
け
に
」（
清
水
　進
一
　著
）

珠
玉
の
随
筆
集
・
心
の
灯
火
（
60
）

伝
っ
て
手
ぎ
わ
よ
く
荷

物
を
整
え
て
あ
げ
て
い

る
人
も
い
る
。
も
ち
ろ

ん
誰
に
頼
ま
れ
た
の
で

は
な
い
が
、
と
っ
さ
の

場
合
わ
れ
わ
れ
に
出
来

る
精
一
杯
の
小
さ
な
親

切
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
れ
も
出
来

な
い
人
は
、
恐
ら
く
上

司
か
ら
頼
ま
れ
た
仕
事

も
満
足
に
で
き
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

［
昭
和
57
年
５
月
］

割
っ
て
伸
ば
し
真
鍮
製

の
丁
番
を
作
っ
た
り
し

た
わ
け
で
、
永
和
工
業

も
お
そ
ら
く
こ
れ
と
同

列
の
苦
労
を
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

　

内
田
昌
吾
氏
が
本
格

的
に
丁
番
製
造
工
場
の

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
進
路

2026 年（令和８年）9月号　　　　（２）

　

建
築
金
物
３
団
体
共

催
に
よ
る
「
第
43
回
納

涼
大
会
」
が
７
月
24
日

午
後
６
時
30
分
よ
り

大
阪
市
北
区
梅
田
の

ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー　

第
一
生
命
ビ
ル
店
で
開

催
、
暑
い
夏
の
夕
べ
の

ひ
と
と
き
、
互
い
の
親

睦
の
た
め
、
３
団
体
の

組
合
員
が
一
堂
に
会
し

た
。

　
同
大
会
で
は
、
冒
頭
、

大
阪
建
築
金
物
卸
商
協

建
築
金
物
３
団
体
「
納
涼
大
会
」

刑
法
犯
総
数
が
３
８
万
３
３
６
４
件
に

同
組
合
・
駒
谷
昭
人

理
事
長
（
写
真
中
央
）、

大
阪
建
築
金
物
工
業
協

同
組
合
・
藤
岡
洋
一
理

事
長
（
写
真
右
）、
大

阪
建
築
工
事
金
物
協
同

組
合
・
大
西
正
樹
理
事

長
（
写
真
左
）
が
紹
介

さ
れ
、
駒
谷
昭
人
理
事

長
が
「
コ
ロ
ナ
明
け
２

回
目
の
納
涼
大
会
と

【
和
紙
を
使
っ
た
イ
ヤ
リ

ン
グ
】

　
前
回
は
和
紙
を
使
っ
た

掃
除
の
ご
案
内
で
し
た
。

今
回
は
和
紙
を
使
っ
た
イ

ヤ
リ
ン
グ
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
先
日
新
宿
髙
島
屋
の

ニ
ッ
ポ
ン
Ｉ
Ｄ
に
参
加
し

て
作
品
販
売
を
し
て
い
た

時
の
こ
と
。
昨
年
も
ご
来

店
の
方
が
今
年
も
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
ま
し
た
。
お

客
様
に
昨
年
の
懐
か
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
「
ど
ん
な

色
が
お
好
き
で
す
か
？
」

「
ど
ん
な
か
た
ち
が
良
い

で
す
か
？
」「
こ
の
作
品

の
ど
こ
ら
へ
ん
が
お
気
に

召
さ
れ
ま
し
た
？
」
と

い
ろ
い
ろ
尋
ね
て
い
る

と
、
一
顧
客
だ
け
ど
…
と

一
呼
吸
お
か
れ
て
、
言
葉

を
選
ば
れ
な
が
ら
、
ミ
ラ

ノ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
ど
ん

な
と
こ
ろ
が
良
い
か
。
個

性
的
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

カ
ジ
ュ
ア
ル
に
楽
し
め

て
、
価
格
も
手
頃
。
質
感

も
感
じ
ら
れ
て
、
ご
自
身

に
あ
っ
た
も
の
が
欲
し
く

な
る
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
店
頭
で
の
接
客
は
本

当
に
作
品
制
作
の
栄
養
に

な
り
ま
す
。
京
都
に
戻
っ

て
そ
の
方
の
雰
囲
気
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
そ
の
話

を
形
に
し
よ
う
と
考
え

て
。
手
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。
手
元
の
軽
量
粘
土

を
ま
ず
は
地
球
の
破
片
の

よ
う
な
形
に
し
て
。
そ
こ

に
大
理
石
の
色
合
い
に
染

ま
っ
た
和
紙
を
貼
り
重
ね

ま
し
た
。
赤
色
を
ベ
ー
ス

に
金
色
、
茶
色
、
黄
色
、

オ
レ
ン
ジ
色
と
。
様
々
な

色
の
混
ざ
り
合
っ
た
色
合

い
の
和
紙
を
貼
る
と
本
物

の
石
の
よ
う
に
見
え
る
か

ら
不
思
議
で
す
。
こ
れ
は

楮
と
い
う
植
物
の
繊
維
か

ら
和
紙
が
出
来
て
い
る
か

ら
だ
と
改
め
て
思
い
ま

す
。
樹
脂
で
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
か
け
て
仕
上
が
っ
た

作
品
は
石
の
よ
う
な
風
合

い
で
す
が
ほ
と
ん
ど
重
さ

を
感
じ
な
い
と
て
も
軽
い

ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。
美
し
い
大
理

石
を
お
手
本
に
様
々
な
色

合
い
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。［
展
示
会
の
ご
案

内
で
す
。
９
月
９
日（
水
）

～
15
日
（
火
）
ま
で
の
１

週
間
。
大
阪
髙
島
屋
６
階

に
て
暮
ら
し
の
中
の
和
紙

の
か
た
ち
展
を
開
催
し
ま

す
。
会
期
中
は
作
家
も
在

店
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊

び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。］（
木
耳
社
出
版
「
暮

ら
し
の
中
の
和
紙
の
か
た

ち
」
本
著
者
）

警
察
庁　
犯
罪
統
計
（
１
〜
６
月
分
）　
認
知
件
数

を
と
り
、
メ
ー
カ
ー
と

し
て
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
キ

ン
グ
を
き
ず
い
た
の

を
、
小
生
は
同
氏
が
昭

和
二
十
七
年
十
月
に
五

十
日
間
に
わ
た
る
ア
メ

リ
カ
視
察
旅
行
を
終
え

て
帰
国
し
て
か
ら
以
降

と
み
る
。

（
つ
づ
く
）

な
っ
た
。
建
築
の
環
境

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
こ
う
い
う

時
こ
そ
組
合
の
存
在
意

義
を
発
揮
し
、
一
石
を

投
じ
る
場
面
か
と
思

う
。
工
事
・
工
業
・
卸

商
が
交
流
し
、
社
業
発

展
と
利
益
の
た
め
、
懇

親
を
深
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
３
団
体
を
代
表

し
て
挨
拶
し
た
後
、
乾

杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。

　

大
阪
金
物
団
地
協
同
組
合
（
東
大
阪
市
金
物
町

　

川
嶋
信
也
理
事
長
）
で
は
、
８
月
７
日
午
後
６

時
よ
り
「
２
０
２
６　

大
阪
金
物
団
地
サ
マ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
」
＝
写
真
は
会
場
も
よ
う
＝
を
大
阪

金
物
団
地
協
同
組
合　

駐
車
場
に
て
開
催
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
川
嶋
信
也
理
事
長
と
野
田

義
和
東
大
阪
市
長
が
挨
拶
を
行
い
、「
バ
ブ
リ
ン

先
生　
シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー
」、「
な
な
み
な
な　
も

の
ま
ね
ラ
イ
ブ
」、
お
楽
し
み
抽
選
会
（
１
等
は

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
電
動
自
転
車
）
な
ど
を
催
し
た
。

大
阪
金
物
団
地
「
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」

　

警
察
庁
が
公
表
し
た

「
犯
罪
統
計
資
料　
令
和

８
年
１
〜
６
月
分
」（
暫

定
値
）
に
よ
れ
ば
、
刑

法
犯
の
認
知
件
数
の
総

数
が
、
前
年
よ
り
１
万

７
７
２
７
件
増
の
３
８

万
３
３
６
４
件
と
な
っ

た
。

　

刑
法
犯
総
数
の
内
訳

を
罪
種
別
で
見
る
と
、

凶
悪
犯
が
３
９
３
４
件

（
対
前
年
比
較
４
１
５
件

増
）、
粗
暴
犯
が
３
万
３

１
２
３
件
（
同
３
５
８

６
件
増
）、
窃
盗
犯
が
２

４
万
７
８
４
９
件
（
同

４
４
５
２
件
増
）、
知

能
犯
が
４
万
１
５
８
１

件（
同
６
９
１
６
件
増
）、

風
俗
犯
が
９
４
６
６
件

（
同
３
４
７
件
増
）、
そ

の
他
が
４
万
７
４
１
１

件
（
同
２
０
１
１
件
増
）

と
増
加
し
て
い
る
。

　

窃
盗
犯
の
内
訳
を
見

る
と
、
侵
入
盗
が
２
万

１
５
１
６
件
で
前
年
よ

り
２
０
２
９
件
減
少
し

た
以
外
は
、
乗
り
物
盗

が
８
万
８
８
３
０
件（
同

２
４
４
３
件
増
）、
非
侵

入
盗
が
１
３
万
７
５
０

３
件
（
同
４
０
３
８
件

増
）
と
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
刑
法
犯
総
数

の
内
訳
を
都
道
府
県
別

で
見
る
と
、
東
北
が
１

万
５
５
７
６
件
で
前
年

よ
り
８
４
件
減
少
し
た

以
外
は
、
北
海
道
が
１

万
１
２
５
９
件
（
同
３

０
８
件
増
）、
東
京
都
が

５
万
１
７
９
４
件
（
同

５
２
３
４
件
増
）、
関

東
が
１
１
万
１
４
８
６

件（
同
１
３
１
３
件
増
）、

中
部
が
４
万
８
８
２
５

件（
同
４
８
５
２
件
増
）、

近
畿
が
７
万
５
９
４
２

件
（
同
１
９
０
５
件
増

［
う
ち
大
阪
府
は
４
万
１

１
７
３
件
（
同
８
９
９

件
増
）］）、
中
国
が
１
万

７
４
１
０
件
（
同
１
０

７
２
件
増
）、
四
国
が
９

７
６
９
件
（
同
３
４
７

件
増
）、
九
州
が
４
万
１

３
０
３
件
（
同
２
７
８

０
件
増
）
と
増
加
し
て

い
る
。


